
平成 23 年 4 月 1 日 
ご  挨  拶 

 
財団法人 日本学生航空連盟 

会長 佐藤淳造 
 
 新年度にあたり、ご挨拶申し上げます。  
当連盟は本部オフィスを長年お世話になりました朝日新聞東京本社航空センターから、

新橋航空会館隣りの明宏ビル５F に移転し、新スタッフによる業務を開始しました。 
 本年度の重点活動方針といたしまして、 
１）健全な財政基盤の確立 

本年度より、従来の朝日新聞社殿の全面的なご支援から自立し、新しい運営路線

を歩み始めることになりました。このことは、何よりもまず財政基盤を確立し健

全経営を目指さねばなりません。幸い、朝日新聞社殿からは今後も応分の人的・

財政的ご支援をお約束頂き、また従来の理事会社各社、協賛団体各位からも今ま

で通りのお力添えを頂戴出来るという、有難いお話を頂いております。これらに

より全国 60 校の加盟各校、約 800 名の学生諸君のさらなる積極的な活動を期待

している次第です。さらに新しい試みといたしまして公的助成金獲得による（社）

日本滑空協会殿との全国大会、新人戦の共催計画を進めており、財政活動が一歩

前進できると考えております。 
２）来年度の公益法人移行に関しての事務手続きを本年秋までに完了 

本件は、朝日新聞社からの出向者、会計事務所、（社）日本滑空協会殿のご協力の

下、日常業務とは別のプロジェクトチームを編成して対応しております。 
３）全国大会を頂点とする各種競技会の開催 
４）各種安全講習会などの開催 
５）指定養成事業のさらなる推進 
６）積極的な広報、渉外活動による財政基盤の拡大 
 

などを計画しており、これらを確実に進めてゆく事により、我が国の航空文化を代表する

学生航空の伝統を継承する所存です。また、近い将来的には、卒業直後の社会人や大学院

生など（YOUTH）のジェネレーションを対象とした滑空活動支援を行うことにより、我

が国の若年滑空人口増加にも役立ちたいと考えております。 
当連盟の新しい門出にあたり所信の一端を申し上げました。これからも、関係各位より

のなお一層のご支援、ご鞭撻をお願いいたします。 
                                    以上 
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